
ALPS処理水の処分に関して、日本政府は国際原子力機関（IAEA）の国際安全基準に準拠して安全かつ透明性の高い方法で
ALPS処理水の放出を実施できるように、IAEAに対してALPS処理水の放出に関する計画や活動をレビューするよう支援を要
請しています。IAEAは日本政府からの要請を受け入れて、今後数十年にわたるALPS処理水の放出がIAEAの国際安全基準に
適合して行われているかどうかの技術的なレビューを実施します。安全性に関する主要な要素を十分に確保するために、以下
の主要な３つの項目で構成されます。
1.  ALPS処理水の性状や放出計画などについて、「安全性」の面に特化して集中的に評価する。
2.  安全規制をおこなう主体である「原子力規制委員会」の対応を確認する。
3.  ALPS処理水と環境中の放射性物質のモニタリングを独立した立場において実施することで、日本の公表データを裏付け
る。

IAEAは、2022年２月から2023年６月まで複数回のレビューミッションを実施し、進捗報告を目的とした報告書を公表し
てきました。タスクフォースからの指摘事項に基づき、東京電力は実施計画や人及び環境への放射線影響評価報告書を見直し、
内容の一層の充実を図りました。
2023年７月に包括報告書を公表し、その中でALPS処理水の海洋放出は「国際安全基準に合致している」、「人及び環境に対

する放射線影響は無視できる程度」との結論を述べています（下巻P22「『ALPS処理水』の安全性に関するIAEA包括報告書」）。
包括報告書では、
•  東京電力福島第一原子力発電所での活動を継続し、放出に関するデータをリアルタイムで国際社会に提供していく。
•  追加のレビューやモニタリングを継続し、国際社会に透明性と安心を提供する。
と言及されており、今まで実施してきた放出前のレビューだけではなく、放出中・放出後についても長年にわたってALPS

処理水の海洋放出の安全性確保にコミットするとしています（下巻P23「『ALPS処理水』放出中・放出後のIAEAの関与」）。

IAEAによる報告書は以下のウェブサイトで公開されています。
IAEA　Fukushima Daiichi ALPS Treated Water Discharge - Reports
https://www.iaea.org/topics/response/fukushima-daiichi-nuclear-accident/fukushima-daiichi-alps-treated-

water-discharge/reports

（出典）
•  経済産業省「IAEAがALPS処理水海洋放出の安全性を確認」（2023年）、 https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/
shirou_alps/reports/02/

に基づき作成
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